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１　

は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災
は
、
神
奈
川
県
に
と
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
津
波
対
策
や
地
震
災
害
対
策
を
根
本
的
に

見
直
す
契
機
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
有
識
者
に
よ
る
検

証
委
員
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
県
民
や
市
町
村
の

意
見
を
反
映
し
て
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
た
。
ま

た
、
県
、
県
民
、
事
業
者
等
が
協
働
し
、
着
実
に
地

震
災
害
対
策
を
進
め
る
た
め
、
神
奈
川
県
地
震
災
害

対
策
推
進
条
例
を
平
成
25
年
１
月
に
制
定
し
、
同
年

４
月
に
施
行
し
た
。

本
条
例
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
制
定
さ
れ
た
条

例
と
し
て
は
初
め
て
の
、
総
合
的
な
地
震
災
害
対
策

の
た
め
の
条
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

２　

条
例
制
定
の
経
緯

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
災
害
対

策
に
係
る
課
題
の
検
証
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
た
め
、
平
成
23
年
６
月
に
有
識
者
に
よ
る

神
奈
川
県
地
震
災
害
対
策
検
証
委
員
会
を
設
置
し
、

平
成
24
年
３
月
に
報
告
を
受
け
た
。
報
告
で
は
、
今

後
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
地
震
災
害
対
策
が
示

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
震
災
害
対
策
の
継
続
性
を
確

保
す
る
た
め
の
条
例
制
定
を
検
討
す
べ
き
と
の
提
案

が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
神
奈
川
県
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年

５
月
に
震
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
、
地
震
災
害
対
策
に
つ
い
て
重
点
的
な
検
討
が

進
め
ら
れ
た
。
大
震
災
の
教
訓
か
ら
自
助
と
共
助
の

促
進
が
重
要
な
こ
と
、
ま
た
、
大
震
災
で
高
ま
っ
た

地
震
防
災
対
策
の
強
化
の
機
運
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
条
例
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
議
論
が
行
わ

れ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
地
震
災
害
対
策
の
基
本
理

念
、
県
・
県
民
・
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、そ
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、

地
震
災
害
対
策
推
進
条
例
を
制
定
し
た
。

３　

条
例
の
位
置
付
け

都
道
府
県
が
策
定
す
る
「
地
域
防
災
計
画
」
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
県
、
市
町
村
、
指
定

公
共
機
関
等
が
実
施
す
る
具
体
的
な
対
策
を
定
め
て

い
る
。

一
方
、
地
震
災
害
対
策
推
進
条
例
は
法
の
要
請
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
地
震
災
害
対
策
に
関
す
る

〔先進自治体における条例制定事例〕

神奈川県地震災害対策
推進条例

神奈川県安全防災局安全防災部災害対策課
大貫　泰成

特集

〔参考：検討から施行までの流れ〕
平成23年３月	 東日本大震災　発生
平成23年４月	 県・市町村地震災害対策検討会議を設置
平成23年６月	 神奈川県地震災害対策検証委員会を設置
平成24年３月	 県地震災害対策検証委員会報告におい

て、条例制定を検討すべきと提案
平成24年４月	 県地域防災計画（地震災害対策計画）を

修正
平成24年６月	 神奈川県議会第２回定例会において、知

事が条例制定について具体的な検討を進
める旨答弁

平成24年８月	 条例骨子案をとりまとめ
平成24年８月	 県民意見反映手続を実施（８月21日から

９月19日まで）
平成24年９月	 条例素案をとりまとめ
平成24年11月	 条例議案を県議会第３回定例会に提出
平成25年１月11日公布、同年４月１日施行
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本
県
の
基
本
的
な
考
え
方
や
基
本
的
事
項
を
定
め
た

も
の
で
あ
る
。
県
、
県
民
及
び
事
業
者
等
の
責
務
や

協
働
に
よ
る
地
震
災
害
対
策
の
一
層
の
推
進
を
、
条

例
と
い
う
安
定
的
な
形
で
定
め
、
神
奈
川
県
全
体
で

め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

い
わ
ば
、「
法
」
と
「
計
画
」
の
間
を
、「
条
例
」

に
よ
り
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
「
絆
」
の
役
割
を
果

た
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

４　

条
例
の
内
容

（
１
）
条
例
の
特
徴

条
例
は
、
分
か
り
や
す
い
構
成
で
、
県
、
県
民
及

び
事
業
者
が
取
り
組
む
対
策
を
規
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
津
波
対
策
や

帰
宅
困
難
者
対
策
な
ど
、
本
県
の
特
徴
に
基
づ
く
対

策
を
位
置
付
け
た
。

（
２
）
条
例
の
目
的
（
第
１
条
関
係
）

条
例
の
目
的
は
、
地
震
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
に
必
要
な
地
震
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
、
県
民
及

び
事
業
者
が
実
施
す
る
地
震
災
害
対
策
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
災
害
対
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
全
て
の
県
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）
基
本
理
念
（
第
３
条
関
係
）

条
例
の
基
本
理
念
と
し
て
は
、
次
の
４
つ
を
規

定
し
た
。

ア　

い
の
ち
を
最
優
先

地
震
災
害
対
策
は
、
県
民
の
生
命
を
守
る
こ
と

を
最
も
優
先
す
る
と
と
も
に
、
地
震
災
害
を
防
止

し
、
又
は
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
減
災
を
旨
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

イ　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
協
働

地
震
災
害
対
策
は
、
県
民
及
び
事
業
者
が
自
ら

の
安
全
を
自
ら
で
守
る
「
自
助
」、
県
民
、
事
業

者
等
が
連
携
し
、
協
力
し
て
助
け
合
う
「
共
助
」、

県
、
市
町
村
、
国
等
が
行
う
「
公
助
」
を
基
本
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
、
自
ら
の
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
協
働
し
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

ウ　

本
県
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
を
考
慮
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地
震
災
害
対
策
は
、
本
県
に
お
け
る
海
、
山
等

の
「
自
然
的
条
件
」
及
び
人
口
の
集
積
、
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
立
地
等
の
「
社
会
的
条
件
」
を
考

慮
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

エ　

多
様
な
主
体
の
視
点

地
震
災
害
対
策
は
、「
男
女
双
方
」「
災
害
時
要

援
護
者
（
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
、

外
国
人
そ
の
他
地
震
災
害
が
発
生
し
た
時
に
お
い

て
特
に
援
護
を
要
す
る
者
）」「
旅
行
者
」
等
の
多

様
な
主
体
の
視
点
に
立
っ
て
、
実
施
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

（
４
）
各
主
体
の
責
務

県
、
県
民
、
事
業
者
の
責
務
を
規
定
し
た
。
な
お
、

県
民
、
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
努
力
義
務

と
し
て
の
規
定
で
あ
る
。　

ア　

県
の
責
務
（
第
４
条
関
係
）

①　

地
震
災
害
対
策
計
画
の
総
合
的
・
計
画
的
な

推
進

こ
れ
は
、
地
域
防
災
計
画
の
策
定
と
進
捗
管
理
を

県
の
責
務
と
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
地
震
災
害
対

策
の
継
続
的
な
実
施
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

②　

業
務
継
続
計
画
の
作
成
・
体
制
整
備
、
観
測
・

調
査
・
研
究
の
実
施
と
施
策
へ
の
反
映

③　

情
報
収
集
・
提
供
体
制
の
整
備
、
等

イ　

県
民
の
責
務
（
第
５
条
関
係
）

①　

自
ら
災
害
対
策
を
実
施
す
る
「
自
助
」

②　

地
域
の
地
震
防
災
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
相
互
に
連
携
、
協
力
す
る
「
共
助
」

③　

県
や
市
町
村
の「
公
助
」、地
域
に
お
け
る「
共

助
」
へ
の
協
力　

ウ　

事
業
者
の
責
務
（
第
６
条
関
係
）

①　

従
業
員
等
の
安
全
確
保
の
た
め
の
地
震
災
害

対
策

②　

災
害
時
に
お
け
る
事
業
継
続
に
必
要
な
体
制

整
備

③　

県
や
市
町
村
が
行
う
「
公
助
」、
地
域
に
お

け
る
「
共
助
」
へ
の
協
力

（
５
）
市
町
村
、
国
等
と
の
連
携
（
第
７
条
関
係
）

市
町
村
や
国
な
ど
、
県
が
地
震
災
害
対
策
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
連
携
す
る
相
手
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
。

（
６
）
財
政
上
の
措
置
（
第
８
条
関
係
）

県
が
、
地
震
災
害
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
規

定
し
て
い
る
。

（
７
）
基
本
的
対
策

条
例
の
第
９
条
か
ら
第
18
条
で
は
、
県
や
県
民
、

事
業
者
が
取
り
組
む
10
の
基
本
的
な
対
策
を
規
定
し

て
い
る
。
以
下
で
は
、
基
本
的
な
対
策
そ
れ
ぞ
れ
の

主
な
内
容
を
記
載
す
る
。

ア　

地
震
防
災
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
第
９
条
関
係
）

【
県
】
計
画
的
な
土
地
利
用
、
市
街
地
、
道
路
、

河
川
、
港
湾
、
都
市
公
園
等
の
整
備
、
建
築
物

の
耐
震
性
の
向
上

【
県
民
】
家
屋
の
耐
震
性
の
向
上
、
家
具
の
転
倒

防
止

【
事
業
者
】
事
業
所
の
施
設
・
設
備
の
耐
震
性
の

向
上

イ　

地
震
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等
（
第
10

条
関
係
）

【
県
】
地
震
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
意
識

の
向
上
、
危
険
回
避
の
た
め
の
情
報
提
供
、
防

災
教
育
の
推
進

【
県
民
】
地
震
防
災
に
関
す
る
知
識
の
習
得
・
普

及
【
事
業
者
】
従
業
員
の
取
る
べ
き
行
動
の
明
確
化
、

そ
の
内
容
の
習
得

ウ　

物
資
の
備
蓄
等
（
第
11
条
関
係
）

【
県
】
広
域
的
な
応
援
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の

整
備
、
食
料
・
飲
料
水
・
生
活
必
需
物
資
等
の

供
給
体
制
の
整
備

【
県
民
】
食
料
・
飲
料
水
等
の
備
蓄
、
持
ち
出
し

物
品
の
準
備

【
事
業
者
】
食
料
・
飲
料
水
等
の
備
蓄
、
消
火
・

救
助
等
の
地
震
防
災
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の

整
備
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【
事
業
者
】
従
業
員
等
の
迅
速
な
避
難
の
実
施

ク　

災
害
応
急
対
策
の
実
施
（
第
16
条
関
係
）

【
県
】
救
助
・
医
療
等
の
災
害
応
急
対
策
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
確
立
、
対
策
の
的

確
な
実
施

【
県
民
】
初
期
消
火
、
救
助
、
応
急
手
当
の
実
施

【
事
業
者
】
初
期
消
火
、
救
助
、
応
急
手
当
の
実

施
ケ　

帰
宅
困
難
者
対
策
の
実
施
（
第
17
条
関
係
）

【
県
】
一
斉
帰
宅
の
抑
制
の
周
知
、
帰
宅
困
難
者

を
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
施
設
の
確
保
、地
震
・

交
通
に
関
す
る
適
切
な
情
報
提
供
の
実
施

【
県
民
】
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

【
事
業
者
】
従
業
員
等
の
一
斉
帰
宅
の
抑
制
の
実

施
コ　

復
旧
及
び
復
興
（
第
18
条
関
係
）

【
県
】
迅
速
な
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
に
必
要

な
手
順
の
策
定
、
必
要
な
体
制
の
確
立
、
対
策

の
的
確
な
実
施

【
県
民
】
相
互
に
助
け
合
い
、
自
ら
生
活
を
再
建

【
事
業
者
】
事
業
の
継
続
・
速
や
か
な
再
開
に
よ

る
雇
用
の
確
保
、
地
域
経
済
の
復
興
へ
の
貢
献

５　

条
例
を
も
と
に
し
た
取
組
み

（
１
）
条
例
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
の
進
捗
管
理

条
例
第
４
条
の
県
の
責
務
と
し
て
、
地
域
防
災
計

画
の
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
た
が
、
こ
れ

は
地
域
防
災
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
地

震
災
害
対
策
の
実
行
性
と
継
続
性
を
確
保
す
る
趣
旨

で
あ
る
。

地
震
災
害
対
策
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
わ
る

こ
と
か
ら
、
条
例
を
所
管
す
る
安
全
防
災
局
が
、
庁

内
の
各
局
が
実
施
す
る
対
策
の
実
施
状
況
を
毎
年

度
、
定
期
的
に
調
査
し
、
そ
の
進
捗
を
確
認
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
２
）
県･

市
町
村
間
の
相
互
応
援
協
定

条
例
第
７
条
で
は
、
県
が
地
震
災
害
対
策
を
推
進

す
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
市
町
村
と
の
連
携
を
規
定

し
た
。

県
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
基
づ
き
、
県
と

市
町
村
及
び
市
町
村
間
の
連
携
体
制
を
深
め
る
た

め
、「
災
害
時
に
お
け
る
神
奈
川
県
内
の
市
町
村
の

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
平
成
23
年
３
月
に
提

携
し
た
。

こ
の
相
互
応
援
協
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
被
災
し
た
市
町
村
単
独
で
は
災
害
応

急
対
策
を
十
分
に
実
施
で
き
な
い
場
合
、
被
災
し
た

市
町
村
へ
県
職
員
を
速
や
か
に
派
遣
し
、
情
報
収
集

を
行
い
、
市
町
村
間
の
物
資
や
人
員
等
の
応
援
活
動

を
、
県
が
調
整
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
条
項
は
こ
う

し
た
市
町
村
と
の
連
携
や
体
制
整
備
の
根
拠
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

エ　

自
主
防
災
組
織
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

行
う
地
震
防
災
活
動
の
充
実
（
第
12
条
関
係
）

【
県
】
人
材
育
成
、
情
報
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
体
制
の
整
備

【
県
民
】
自
主
防
災
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
実
施
す
る
地
震
防
災
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
【
事
業
者
】
地
域
に
お
け
る
地
震
防
災
活
動
に
参

加
す
る
た
め
の
体
制
整
備

オ　

防
災
訓
練
の
実
施
等
（
第
13
条
関
係
）

【
県
】
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
か
つ
実
践
的

な
防
災
訓
練
の
実
施

【
県
民
】
防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加

【
事
業
者
】
防
災
訓
練
の
実
施
、
防
災
訓
練
へ
の

積
極
的
な
参
加

カ　

避
難
対
策
の
実
施
（
第
14
条
関
係
）

【
県
】
地
震
に
関
す
る
情
報
の
提
供
体
制
の
整
備
、

避
難
路
・
避
難
場
所
の
確
保

【
県
民
】
避
難
路
・
避
難
場
所
・
家
族
等
と
の
連

絡
方
法
の
確
認
、
的
確
な
避
難
の
実
施

【
事
業
者
】
従
業
員
等
の
安
全
の
確
保
、
従
業
員

等
へ
の
情
報
提
供
・
的
確
な
避
難
の
実
施

キ　

津
波
対
策
の
実
施
（
第
15
条
関
係
）

【
県
】
海
岸
保
全
施
設
等
の
整
備
、
津
波
避
難
施

設
の
確
保
、
避
難
を
促
す
多
様
な
情
報
提
供
手

段
の
確
保
・
普
及

【
県
民
】
自
ら
迅
速
な
避
難
の
実
施
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（
３
）
か
な
が
わ
減
災
サ
ポ
ー
ト
店
制
度
に
よ
る
普

及
啓
発

条
例
が
目
指
す
自
助
と
共
助
の
促
進
を
図
る
た
め

に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
民
間
と
協
働
・

連
携
に
よ
り
、
裾
野
の
広
い
普
及
啓
発
を
実
施
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
県
は
、
平
成
24
年
９
月
に
、「
か
な
が

わ
減
災
サ
ポ
ー
ト
店
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
制
度
は
、
神
奈
川
県
内
で
店
舗
展
開
さ
れ
て
い

る
事
業
者
を
か
な
が
わ
減
災
サ
ポ
ー
ト
店
と
し
て
認

定
し
、
県
の
地
震
防
災
に
係
る
普
及
啓
発
に
一
役

か
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
で
、
39
事
業
者

１
１
７
５
店
舗
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
津
波
対
策

本
県
で
は
大
震
災
を
経
て
、
沿
岸
の
市
町
村
や
国

な
ど
と
連
携
し
、
津
波
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

具
体
的
に
は
、津
波
避
難
施
設
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
整
備
し
た
ほ
か
、
津
波
か
ら
の

避
難
を
呼
び
か
け
る
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ
ッ
グ
の
普
及
促

進
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
確
保
な
ど
に
、
市
町
村
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
津
波
避

難
ビ
ル
の
確
保
数
は
震
災
前
と
比
べ
て
８
倍
以
上
に

飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
。

（
５
）
帰
宅
困
難
者
対
策

東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
県
で
も
約
67
万
人
の
帰

宅
困
難
者
が
発
生
し
た
。
首
都
圏
に
位
置
し
、
数
多

く
の
人
口
、
通
勤･

通
学
者
、
旅
行
者
な
ど
を
抱
え

る
本
県
と
し
て
は
、
帰
宅
困
難
者
対
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

本
県
で
は
こ
れ
ま
で
も
首
都
圏
の
９
都
県
市
と
連

携
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
対
象
に
、

＜津波避難対策の一例＞
平成 24 年７月に県立湘
南海岸公園（藤沢市）に
整備した津波避難タワー

○収容人員：約 100名
○ステージ高／標高：
　12.5メートル

＜情報提供手段の一例＞
平成 24 年度逗子海岸に
おける津波対策訓練で掲
げられたオレンジフラッグ



特
集
大
規
模
災
害
と
自
治
体
の
対
応

45◆自治体法務研究 2013・秋

大
規
模
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
に
水
や
情
報
提
供
を

行
う
「
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
協
定
締

結
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
の
対
策
強
化
に
向
け
て
は
、
県
や
市
町
村
の

取
組
み
に
加
え
、
帰
宅
困
難
者
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
の
「
一
斉
帰
宅
抑
制
」
な
ど
、
県
民
や
事
業
者
に

よ
る
取
組
み
が
鍵
と
な
る
。
今
後
も
、
本
条
例
を
基

に
、
市
町
村
と
連
携
し
た
一
時
滞
在
施
設
の
確
保
の

促
進
や
、
県
民
が
「
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

こ
と
」、
事
業
者
に
お
け
る
従
業
員
等
の
一
斉
帰
宅

抑
制
な
ど
、
県
、
県
民
、
事
業
者
が
連
携
し
た
対
策

を
進
め
て
い
く
。

６　

課
題
と
展
望

今
後
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
県
は
、
市
町
村
、

国
等
と
連
携
し
て
、
地
震
災
害
対
策
に
継
続
し
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
民
、
事
業
者
の
自
助･

共
助

の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
基
本
と
な
る
自
助
の
促
進
に
向
け
て
、
県

民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
減
災
サ
ポ
ー
ト
店
な
ど
と
連

携
し
て
、
条
例
の
趣
旨
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
県
は
、
今
年
の
９
月
５
日
を
中
心
に
、
参

加
目
標
者
数
20
万
人
を
掲
げ
、「
か
な
が
わ
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト　

～
参
加
し
よ
う
！
い
っ
せ
い
防
災
行
動

訓
練
～
」を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
訓
練
は
、

条
例
が
目
指
す
県
民
の
自
助
の
意
識
の
向
上
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
と
は
、
２
０
０
８
年
（
平

成
20
年
）
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
訓
練
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
、
訓
練
会
場
に
参
加
者
を
集
め
る
方
式

の
防
災
訓
練
と
は
異
な
り
、
事
前
登
録
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
同
時
に
、

「D
rop!

（
ま
ず
低
く
）」、「Cover!
（
頭
を
守
り
）」、

「H
old on!

（
動
か
な
い
）」
と
い
う
統
一
的
な
安
全

行
動
を
と
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、

参
加
者
が
主
体
的
に
実
施
す
る
防
災
訓
練
で
あ
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
県
や
市
町
村
、
県
民
、
事
業
者
が
連
携

し
た
取
組
み
を
契
機
と
し
て
、
条
例
に
基
づ
く
地
震

災
害
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

現
在
、
本
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
２
か
年
を
か
け

て
、
改
め
て
地
震
被
害
想
定
調
査
を
実
施
し
、「
地

域
防
災
計
画
（
地
震
災
害
対
策
）」
の
修
正
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
と
連
携
し
た
効
果
的
、

効
率
的
な
地
震
災
害
対
策
の
推
進
に
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

ま
た
、
調
査
結
果
を
周
知
す
る
こ
と
で
、
県
民
や

事
業
者
等
の
自
主
的
な
取
組
み
を
、
さ
ら
に
促
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。


